
境
ニ
ュ
ー
スTOW

N NEW
S

境一中・境二中が熱海市豪雨災害への
義援金を寄付

8/4

　境一中の生徒会は、熱海市豪雨災害の復興に役立て
ていただきたいと義援金 35,091 円を寄付されまし
た。
　この義援金は、全額熱海市に送られました。

　境二中の JRC 委員会は、熱海市豪雨災害の復興に
役立てていただきたいと義援金 38,232 円を寄付され
ました。
　この義援金は、全額熱海市に送られました。
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読売センター境古紙提供読者一同が
寄付

なのはな薬局がワクチン接種器具を
町に寄贈

　読売センター境古紙提供読者
一同がコロナ対策に役立てほし
いと、古紙回収で得た76,800
円を寄付されました。

　なのはな薬局（株式会社　ウッズコーポレーショ
ン）（森正晴代表取締役）がコロナ対策に役立ててほ
しいと、針付きシリンジ 1,200 本と、希釈用シリン
ジ 400本を寄贈されました。
　寄贈された器具は、町で実施しているコロナワクチ
ン接種で活用させていただいています。

寄贈に訪れた森正晴代表取締役（写真左）と薬剤師の森安大さん
（写真中央）

寄付に訪れた境二中の皆さん

寄付に訪れた境一中の皆さん
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境町婦人会がアルゼンチン
選手団に和紙人形を寄贈

　境町婦人会（松岡美智子代表）は事前キャン
プで境町に来町したアルゼンチン選手団の皆さ
んに激励と日本のおもてなしの意を込めて、手
作りの和紙人形（100体）と額入りの和紙人形
を寄贈しました。

和紙人形を受け取った選手 寄贈に訪れた松岡会長（写真中央）と伊東さん（左）

このほかに、匿名を希望される
方から50,000 円の寄付をい
ただきました。
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